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［特集］ 秋のワーキングホリデー 
繁忙期の農家を 
都会っ子がお手伝い 
土のにおいを感じながら 
収穫作業に汗を流していました 

●環境レポート 
●育てよう一人ひとりの人権意識 



40

50

60

70

80

90

0

10

20

30

40

50

10

20

30

40

50

60

50

60

70

80

90

100

リサイクル
52％ 

目標値 リサイクル 
47.9％ 

現在 ごみ ごみ 

埋め立て 
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22年度 

資源ごみ（26.9％） 

家電リサイクル（2.3％） 

生ごみリサイクル 
（18.7％） 

燃やすごみ 
（42.4％） 

埋め立てごみ（9.7％） 
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環境レポート 

（ごみを減らす工夫をしている） （買い物時に買い物袋を持参する） 

（なるべく自然とふれあうようにしている） 

　燃やすごみ、埋立ごみの中には、資源となるもの
がまだまだ多く混入されています。ごみ分別の徹底
で目標を達成できます。 
　日常の中で分別の判断に困った時のために、50
音順の「ごみ品目別分別表」を作成し全戸に配布し
ました。 

○ごみの分別を徹底する　○リサイクル商品を購入する 

　　　　　取　り　組　み 
冷暖房の温度を１℃高く（低く）設定 
週２日８㎞の車の運転を控える 
１日５分間のアイドリングストップを行う 
待機電力を90％削減する 
シャワーを１日１分間、家族全員が減らす 
風呂の残り湯を洗濯機に使う 
炊飯器の保温を止める 
暖房や照明の利用を２割減らす 
買い物袋持参、省包装野菜などを選ぶ 
１日１時間テレビを見るのをやめる 

ごみのリサイクル割合 

（油を流さないようにしている） 

10 11 12 13 14 17 (年度)

(％)

環境に関するアンケート結果 

私たちにできること 

平成14年度、1,000人（15歳以上）の方を対象 

地球温暖化の防止 

年　度 

平成２年 
（基準年） 

平成12年 

平成13年 

平成22年 
（目標値） 

発生量(t) 

735,000 

749,161 

740,382 

661,500

私たちにできること 

■問合せ　環境保全課　計画指導係　（22）4511　内線5246

公共交通機関として、より多くの市民の皆
さんに利用されるように、市民バスの運行
ルート、通行回数の見直しを行いました。 

【温室効果ガス発生量】 

温室効果ガスの大半をしめる二酸化炭素発生を防ぎましょう 

　年間の削減量 

　　約31㎏ 
　　約185㎏ 
　　約39㎏ 
　　約87㎏ 
　　約65㎏ 
　　約17㎏ 
　　約31㎏ 
　　約240㎏ 
　　約58㎏ 
　　約13㎏ 

※右表の取り組み
を行うと、市全体
で温室効果ガスの
排出量を３万トン
程度削減できます。 

２〔広報いいだ〕2003.12.1
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　環境レポートは、市の環境基本計画「21'いいだ環境プラン」に示したさまざまな環境施策の進行状況を、
年次報告書としてまとめたものです。このレポートは、広く市民の皆さんや事業者に呼びかけをし、応募を
いただいた皆さんで組織する「環境市民会議」中で評価、検証し作成しました。 
　今回の特集では、その一部を紹介します。毎日の生活の中での一つ一つの積み重ねが、将来の私たちの生
活に大きく影響してきます。何かできること、始められることはありませんか。 
　全文は飯田市ホームページの環境情報に掲載しています。　http://www.city.iida.nagano.jp/kankyo/

１人当たりのごみ排出量の削減 　一世帯平均、燃やすごみ袋（大袋）を１カ月に約１
つ減らすと目標が達成できます。 
　ごみの排出量を削減するため、飯田５地区の一部で
バケツによる生ごみの分別回収を始めました。 
　今後は「飯田市堆肥化センター」を建設し、畜糞や
生ごみなどを堆肥として、地域の農地へ活用していく
予定です。（現在は西部衛生施設組合で、メタンガス
発電に利用しています） 

　公共下水道や農業集落排水施設への加入、
合併処理浄化槽の設置などを推進しました。
　また下水など集合処理施設整備計画のない
区域においては、合併処理浄化槽設置に対す
る補助を行いました。 

○物を大切する 
○買い物時には、買い物袋を持参する 
○詰め替え商品を購入する 
○食べ残しをしない 

○残飯を流さない 
○油を流しに流さない 
○下水道への接続可能な 
　場合は接続する 

河川の水質浄化 

※BODは生物化学的酸素要求量。有機物などによる水質汚濁の指標、数値が大きいほど水質が汚れています 

私たちにできること 

私たちにできること 

平成14年度環境施策のまとめ 

　類　型　　ＡＡ　　Ａ+　　Ａ　　　Ｂ　　　Ｃ　　　Ｄ 
BOD値mg/l　～1.0以下　～1.5未満　～2以下　～3以下　～5以下　～8以下 

流域 
 

上流 

中流 

下流 

中流 

下流 

上流 

中流 

下流 

中流 

下流 

中流 

下流 

中流 

下流 

Ｈ14年度 
現在 

目標達成 

Ｂ 

目標達成 

Ｂ 

Ｂ 

目標達成 

Ａ+ 

Ａ+ 

Ａ+ 

目標達成 

目標達成 

Ｂ 

目標達成 

Ａ 

Ｈ22年度 
目標値 

ＡＡ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

Ａ 

ＡＡ 

流域 
 
下流 

下流 

下流 

上流 

中流 

下流 

中流 

下流 

中流 

下流 

下流 

中流 

下流 

Ｈ14年度 
現在 

Ａ+ 

Ａ 

Ａ 

目標達成 

目標達成 

Ａ+ 

Ａ+ 

Ａ+ 

目標達成 

Ａ+ 

Ａ+ 

Ａ 

Ａ+

Ｈ22年度 
目標値 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

流域 
 
中流 

下流 

下流 

中流 

下流 

上流 

中流 

下流 

下流 

下流 

源流 

妙琴橋上 

緑地公園 

最下流 

Ｈ14年度 
現在 

Ａ+ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ａ+ 

Ａ 

Ａ 

Ａ+ 

目標達成 

Ａ+ 

目標達成 

目標達成 

Ｂ 

Ａ 

Ｈ22年度 
目標値 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

Ａ+ 

ＡＡ 

Ａ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

ＡＡ 

河川名 
 
 

源長川 
 
 

谷　川 
 
 

野底川 
 
 

土曽川 

 

祝井沢川 

 

毛賀沢 

河川名 
 

冨田沢川 

知久沢川 

玉 　 川 

米 　 川 
 
 

紅 葉 川 

 

イタチ川 
 

清水沢川 

新 　 川 

河川名 

 

久米川 

南沢川 

弟　川 

 

茂都計川 

 

車　川 

阿知川 

 

松　川 

近所の川の水はきれいですか？ 
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高齢者や障害者に関して 
252人（25.0％） 

子どもに関して 
224人（22.2％） 

ＨＩＶ感染症、 
ハンセン病患者 
などに関して 

刑を終えて出所した人 
などに関して 

65人（6.5％） 

その他の人権に関して　59人（5.9％） 

人種に関して　14人（1.4％） 

特に関心がない　39人（3.9％） 

女性に関して 
123人（12.2％） 

外国人に関して 
99人（9.8％） 

同和に関して 
67人（6.6％） 

65人（6.5％） 

平成13年飯田市 
アンケート調査 
（回答者1,007人） 

お気軽にご相談ください 

12
月
４
日
〜
10
日
　
第
55
回
人
権
週
間 

育
て
よ
う
　
一
人
ひ
と
り
の
　
人
権
意
識 

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
人
権
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
そ
の
中
で
も
関
心
の
高
か
っ

た
４
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、
共
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
家
庭
、
地
域
、
職
場
な
ど
、
日
々
の
生
活
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
「
わ
た
し
」
と
「
あ
な
た
」
そ
し
て
「
み
ん
な
」
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

　
市
の
全
人
口
の
中
で
、
高
齢

者
の
し
め
る
割
合
は
現
在
24
・
４

％
（
平
成
15
年
高
齢
化
率
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
は
歳
を
と

れ
ば
、
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も

判
断
能
力
や
運
動
能
力
が
低
下

し
ま
す
。
ま
た
、
病
気
や
痴
呆

に
よ
り
介
護
が
必
要
と
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
で
、
高
齢
者
の
知
識
や

経
験
は
私
た
ち
の
社
会
の
発
展

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
す
。
長
寿
社
会
と
は
、
高
齢

者
が
生
き
甲
斐
を
持
っ
て
生
活

で
き
る
、
そ
ん
な
社
会
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

　
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
「
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
家
庭
・
地
域
・
職
場
・

学
校
な
ど
で
、
共
に
生
活
し
、

共
に
幸
福
な
人
生
を
め
ざ
す
こ

と
が
当
た
り
前
の
社
会
」
と
い

う
考
え
方
で
す
。 

　
こ
の
考
え
方
を
実
現
し
て
い

く
た
め
に
は
、
取
り
除
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
目
に

見
え
る
障
壁
」
と
「
目
に
見
え

な
い
障
壁
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
目
に
見
え
る
障
壁
は
、
道
路

の
段
差
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
不

備
な
ど
、
障
害
を
お
持
ち
の
方

の
社
会
参
加
を
阻
む
も
の
で
す
。 

あなたはどんな人権に関して 
関心がありますか？ 

高
齢
者
の
人
権 

☆
考
え
て
み
ま
し
ょ
う 

○
あ
な
た
の
家
の
お
じ
い
ち
ゃ

　
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
笑
顔

　
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
か
？ 

○
あ
な
た
の
職
場
で
は
、
何
歳

　
ま
で
働
け
ま
す
か
？ 

○
も
し
、
あ
な
た
自
身
に
介
護

　
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
ど

　
ん
な
介
護
を
受
け
た
い
で
す

　
か
？ 

障
害
を 

お
持
ち
の
方
の
人
権 

　
目
に
見
え
な
い
障
壁
は
、
障

害
を
お
持
ち
の
方
に
対
す
る
偏

見
や
補
助
犬
へ
の
理
解
不
足
な

ど
で
す
。
こ
う
し
た
、
障
壁
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
え
、

解
消
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

☆
考
え
て
み
ま
し
ょ
う 

○
あ
な
た
の
職
場
に
障
害
を
お

持
ち
の
方
は
い
ま
す
か
？ 

○
「
障
害
」
っ
て
な
ん
だ
と
思

　
い
ま
す
か
？ 

○
「
障
害
を
持
つ
人
に
は
無
理

　
な
の
で
は
な
い
か
」「
か
わ
い

　
そ
う
に
」
な
ど
と
最
初
か
ら

　
決
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

○
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と
い
う

　
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

問
合
せ
　
福
祉
課
　
庶
務
係
　
内
線
５
３
７
３ 

４〔広報いいだ〕2003.12.1



「
信
州
教
育
の
日
」絵
手
紙
コ
ン
ク
ー
ル 

児
童
生
徒
の
部
　
特
選 

松
尾
小（
３
年
生
）青
柳
秀
幸
さ
ん
の
作
品 

お気軽にご相談ください 

育てよう一人ひとりの人権意識 

　
子
ど
も
に
も
、
大
人
と
同
じ

よ
う
に
、
人
間
と
し
て
自
由
に

生
き
る
基
本
的
な
権
利
が
あ
り

ま
す
。 

　
そ
の
権
利
を
侵
害
し
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
を
妨
げ
る

大
き
な
問
題
と
し
て
、
「
虐
待
」

が
あ
り
ま
す
。 

　
虐
待
に
は 

○
身
体
的
虐
待
…
殴
る
、
蹴
る

　
な
ど
に
よ
り
子
ど
も
を
身
体

　
的
に
傷
つ
け
る
こ
と 

○
性
的
虐
待
…
性
的
な
行
為
や

　
い
た
ず
ら
を
す
る
こ
と 

○
心
理
的
虐
待
…
言
葉
に
よ
る

　
も
の
、
無
視
、
否
定
的
な
態

　
度
な
ど
で
心
理
的
外
傷
を
与

　
え
る
こ
と 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
機

械
的
・
画
一
的
に
男
女
差
を
解

消
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
男
女
の
平
等

に
は
、
規
格
化
さ
れ
た
決
ま
り

が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
飯
田
市
役
所
（
り
ん
ご
庁
舎
） 

　
本
町
１
丁
目
15
番
地 

　
1（
２
２
）４
５
１
１ 

▼
高
齢
者
に
関
し
て 

　
介
護
高
齢
課 

　
基
幹
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
内
線
５
３
８
４ 

▼
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
関
し
て 

　
福
祉
課
障
害
福
祉
係 

　
内
線
５
３
１
１ 

▼
子
ど
も
に
関
し
て 

○
家
庭
児
童
相
談 

　
（
児
童
課
保
育
係
） 

　
内
線
５
３
４
５ 

○
教
育
相
談
室(

教
育
委
員
会
内) 

　
1（
５
３
）８
７
３
０ 

▼
女
性
に
関
し
て 

○
女
性
の
悩
み
ご
と
よ
ろ
ず
相
談 

　
（
児
童
課
家
庭
係
） 

　
内
線
５
３
４
６ 

○
女
性
相
談(

男
女
共
同
参
画
課) 

　
内
線
５
３
５
５ 

▼
そ
の
他
に
関
し
て 

　
福
祉
課
庶
務
係 

　
内
線
５
３
７
３ 

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
振
興
係 

　
内
線
３
５
７
３ 

    

▼
人
権
一
般
に
関
し
て 

　
人
権
擁
護
委
員
会 

　
常
設
相
談
所 

　
火
・
金
曜
日
の
週
２
回 

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

　
大
久
保
町
２
６
３
７-

３ 

　
長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支
局
内 

　
1（
２
２
）０
０
１
４ 

　
（
電
話
相
談
可
） 

市
役
所
の
相
談
窓
口 

▼
生
活
に
関
し
て 

　
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係 

　
東
栄
町
３
１
０
８-

１ 

　
1（
５
３
）３
１
８
０ 

▼
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
関
し
て 

○
ハ
ー
ネ
ッ
ト
・
い
い
だ 

　
（
飯
田
市
障
害
者
自
立
支
援
セ

　
ン
タ
ー
） 

　
東
栄
町
３
１
０
８-

１ 

　
1（
５
６
）４
４
７
４ 

○
療
育
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り 

　
松
尾
新
井
５
９
３
３ 

　
1（
２
３
）６
０
９
７ 

○
南
信
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
箕
瀬
町
２
丁
目
２
５
６
１-

４ 

　
1（
５
６
）８
７
３
２ 

▼
子
ど
も
に
関
し
て 

　
飯
田
児
童
相
談
所 

　
大
瀬
木
１
１
０
７-

５
４ 

　
1（
２
８
）１
０
２
７ 

▼
女
性
に
関
し
て 

　
下
伊
那
地
方
事
務
所
厚
生
課
婦

　
人
相
談
窓
口
（
合
同
庁
舎
内
） 

　
追
手
町
２-

６
７
８ 

　
1（
２
３
）１
１
１
１ 

▼
就
職
に
関
し
て 

○
職
業
相
談
、
職
業
紹
介 

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田 

　
大
久
保
町
２
６
３
７-

３ 

　
1（
２
４
）８
６
０
９ 

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
飯
田 

　
飯
田
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト 

　
高
年
齢
者
職
業
相
談
室 

　
本
町
１
丁
目
15
番
地 

　
1（
５
３
）８
９
６
６ 

○
労
働
条
件
に
つ
い
て 

　
飯
田
労
働
基
準
監
督
署 

　
高
羽
町
６-

１-

５ 

　
1（
２
２
）２
６
３
５ 

○
男
女
雇
用
均
等 

　
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
相
談 

　
長
野
労
働
局
雇
用
均
等
室 

　
長
野
市
中
御
所
岡
田
53-

７ 

　
1
０
２
６(

２
２
７)

０
１
２
５ 

そ
の
他
の
相
談
窓
口 

お気軽にご相談ください 

子
ど
も
の
人
権 

女
性
の
人
権 

○
放
置
・
保
護
の
怠
惰
（
ネ
グ

　
レ
ク
ト
）
…
健
康
状
態
を
損

　
な
う
よ
う
な
不
適
切
な
養
育
、

　
子
ど
も
の
直
面
し
て
い
る
危

　
険
性
に
対
し
て
の
不
注
意
、　

　
監
禁
な
ど
、
子
ど
も
に
必
要

　
な
保
護
を
怠
っ
て
い
る
こ
と 

　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
も
し
、
あ
な
た
が
近
所
や
地

域
で
、
虐
待
に
気
が
つ
い
た
と

き
は
、
児
童
相
談
所
な
ど
へ
連

絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　「
そ
ん
な
こ
と
い
っ
た
ら
後
で

恨
ま
れ
る
」「
他
人
の
家
庭
の
こ

と
だ
か
ら
」
と
抱
え
込
ん
で
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
子
ど
も
へ

の
虐
待
は
重
大
な
人
権
侵
害
で

あ
り
、
放
置
す
る
と
子
ど
も
の

生
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。 

　
誰
が
通
告
し
た
の
か
な
ど
の

情
報
は
、
保
護
者
に
知
ら
せ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

☆
考
え
て
み
ま
し
ょ
う 

○
な
ぜ
、
虐
待
が
起
こ
る
の
で

　
し
ょ
う
か
？ 

○
あ
な
た
は
子
ど
も
を
、
ど
ん

　
な
子
ど
も
に
育
て
た
い
で
す

　
か
？ 

○
「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条

　
約
」
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

　
家
庭
、
職
場
、
地
域
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
違
い
を
認
め
合
い
、

も
し
、
誰
か
に
不
利
な
状
況
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
見
直
し
、
男

女
の
役
割
を
柔
軟
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
は
、
社
会
的
責
任
を
担
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
「
男
性
で
あ
る
か

ら
」
と
い
う
こ
と
で
男
性
だ
け

が
担
っ
て
き
た
も
の
を
、
共
に

担
っ
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
で

す
か
ら
、
男
性
の
人
権
も
尊
重

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
男
女
の
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
は
、
男
ら
し
さ
や
女

ら
し
さ
の
考
え
方
を
否
定
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
、
安
易
に
「
男
ら
し
さ
」

「
女
ら
し
さ
」
を
基
準
に
し
て
分

類
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
傷
つ

い
た
り
、
能
力
を
発
揮
す
る
機

会
を
奪
わ
れ
た
り
す
る
男
性
や

女
性
が
い
る
こ
と
を
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

☆
考
え
て
み
ま
し
ょ
う 

○
家
庭
で
「
男
は
仕
事
、
女
は

　
家
事
育
児
」
と
決
め
つ
け
て

　
い
ま
せ
ん
か
？ 

○
夫
や
恋
人
か
ら
暴
力
を
受
け

　
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

○
地
域
で
「
男
は
主
、
女
は
従
」

　
と
い
う
慣
習
が
あ
り
ま
せ
ん

　
か
？ 

○
職
場
で
性
別
に
よ
る
仕
事
の

　
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

○
上
司
の
立
場
を
利
用
し
て
性 

　
的
嫌
が
ら
せ
（
セ
ク
シ
ャ
ル 

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）
を
受
け
て 

　
い
ま
せ
ん
か
？ 
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　１１月１日、松尾の飯田勤労者体育セ

ンター、飯田市総合運動場やほっ湯ア

ップルで開催しました。 

　秋晴れにも恵まれ、多くの市民が集

まりました。立ち止まり、振り返る機会が

少ない忙しい毎日ですが、クイズに挑戦

したり、話を聴いたり、黙 と々歩いたり、

楽しみながら自分の健康を見つめ直した

１日でした。 

　１０月２６日、域産域消「食」の支え、

「農」を再発見！！をメインテーマに、中

央公園を中心に開催しました。 

　青空即売市では、市内生産に限定し

た農産物や肉、地域グループの加工品

などの販売をはじめ、静岡県三ヶ日町の

みかんの販売などに、行列ができていま

した。米消費拡大コーナーでは、地元

産「秋晴」からつくった「米粉パン」の

試食・販売に大勢の人が足を止め、お

いしそうに味わっていました。 

地元の実りを満喫 

ず～っと 
健康っていいな 

第30回飯田市農業祭 

健康いいだ21フェスティバル 
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　11月8日・9日、鼎文化センター、鼎公民

館、鼎体育館で開催しました。 

　生活が環境に与える影響についての

展示や、脱温暖化のための新エネルギー

講演会「北野大と森呼吸」などがありまし

た。また、「体験コーナー」では、子どもも

大人も、どんぐりなどの森の恵みを使って、

思い思いの作品を作りあげました。 

　見て、聞いて、ふれて、一人ひとりの生

活が環境につながっていると感じました。 

　10月27日、三遠南信サミットin豊橋が開催されまし

た。行政サミット（分科会）、経済サミット（講演会）、

全体会、報告会などが行われ、３圏域の自然や歴史を

踏まえた連携の必要性をあらためて感じました。 

　１１月３日、文化会館にて開催。地元アマチュアの

楽団８０人・合唱団２００人が、１年余にわたり取り組ん

できた「歓喜」あふれる迫力いっぱいのステージに、

満席の会場は圧倒されていました。 

南信州に響け！「第九」演奏会 

大迫力のステージ 
三遠南信サミットin豊橋 

地域資源を共有して 

生活と環境まつり2003

一人ひとりが主人公 
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養
生
訓 

現
代
版 

現
代
版 

トーク 

　
頚
椎
に
も
腰
椎
と
同
じ
よ
う

に
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
が
お
き
ま

す
。 

　
症
状
は
、
痛
み
が
首
や
肩
甲

部
、
上
肢
に
放
散
し
た
り
、
箸
が

使
い
に
く
く
な
っ
た
り
、
ボ
タ

ン
が
か
け
づ
ら
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
足
の
も
つ
れ
、
歩

行
障
害
が
出
る
こ
と
も
あ
り
、

ま
れ
に
排
尿
障
害
や
胸
部
痛
が

み
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
頚
椎
（
骨
）
の
間
に

あ
る
椎
間
板
の
中
の
軟
骨
が
脊

髄
や
神
経
根
を
圧
迫
し
て
症
状

を
お
こ
し
て
い
る
の
で
す
。
原

因
は
椎
間
板
が
加
齢
な
ど
で
変

性
し
、
後
方
へ
突
出
し
て
お
こ

り
ま
す
。
30
〜
50
歳
代
に
多
く
、

し
ば
し
ば
誘
因
な
く
発
症
し
ま

す
。
悪
い
姿
勢
で
の
仕
事
、
ス
ポ

ー
ツ
が
誘
因
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

　
診
察
す
る
と
首
の
後
屈
制
限
、

上
肢
や
下
肢
の
感
覚
が
鈍
く
な

っ
た
り
、
力
が
弱
く
な
る
、
腱
反

射
の
異
常
、
な
ど
の
所
見
が
認

め
ら
れ
た
り
、
頚
椎
を
斜
め
後

方
に
そ
ら
せ
る
と
上
肢
に
放
散

痛
が
み
ら
れ
ま
す
。
現
在
は
Ｍ

Ｒ
Ｉ
に
よ
り
診
断
を
確
定
し
て

い
ま
す
。 

　
痛
み
が
強
い
時
は
、
ク
ビ
の

安
静
保
持
を
心
が
け
、
楽
な
姿

勢
で
の
安
静
臥
床
の
継
続
や
、

頚
椎
カ
ラ
ー
装
具
を
用
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
炎
鎮

痛
剤
の
内
服
や
座
薬
で
痛
み
を

和
ら
げ
ま
す
が
、
痛
み
が
少
し

軽
く
な
れ
ば
温
熱
療
法
や
牽
引

な
ど
の
理
学
療
法
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

　
大
部
分
の
方
は
、
保
存
的
治

療
で
よ
く
な
っ
て
き
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
保
存
的
治
療

を
長
く
行
っ
て
も
良
く
な
ら
な

い
場
合
や
、
上
肢
下
肢
の
筋
力

の
低
下
や
歩
行
障
害
、
排
尿
障

害
の
出
現
に
対
し
て
は
手
術
を

勧
め
ま
す
。
手
術
は
、
頚
椎
の
前

方
か
ら
椎
間
板
を
切
除
し
、
骨

移
植
を
行
う
方
法
が
一
般
的
で

す
が
、
首
の
後
方
か
ら
ヘ
ル
ニ

ア
を
切
除
す
る
方
法
も
た
ま
に

行
わ
れ
ま
す
。 

　
手
術
に
つ
い
て
は
担
当
の
医

師
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。 

市立病院　整形外科 
大久保　守　医師 

 
 
　喫煙は、タバコを吸う人とその周囲の吸わな
い人の体にも影響があります。 
　飯田市の肺がんの死亡率は15年間で1.6倍に
増えており、特に女性は県の死亡率より高くな
っています。 
乳幼児期　　家庭での「愛の分煙」 
　両親の喫煙により、子どもが気管支炎などの
呼吸器疾患にかかりやすいことが報告されてい
ます。子ども、妊婦さんのいる家庭では、特に
分煙に心がけましょう。 
学童・思春期　　地域ぐるみで禁煙 
　喫煙開始年齢が低いほどがんにかかる確率も

高くなります。喫煙のきっかけは「友人・家族・
大人」の勧めが31％で最も高くなっています。
　今は、簡単にタバコを購入でき、また、子ど
もの手の届きやすい環境にあります。保護者、
学校、地域社会が協力して未成年に喫煙をさせ
ない取り組みが大切です。 
青年・壮年・高齢期　　 
　職場・社会での分煙の徹底 
　タバコを吸う人は、喫煙マナーをきちんと守
りましょう。 
 
　禁煙、節煙を希望する方は、保健所や医療機
関などの禁煙相談窓口をご利用ください。 

頚
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア 

健康いいだ21の取り組みから 

タ　バ　コ タ　バ　コ タ　バ　コ 

■問合せ　保健課　保健指導係　内線5515

 

け
い
つ
い
つ
い
か
ん
ば
ん 

あ
ん
せ
い

が

し
ょ
う 

け
ん
い
ん 
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、 
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。 

トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ トーク や ま び こ 

　ぼくの夢は、料理人になることです。 

　ぼくは、料理を作るのが好きで、よく

お父さんといっしょに作っています。 

　自まんの料理は「チンジャオロウスウ」

です。ピーマンや牛肉、人参をいため、

秘伝の拓也特製タレで味つけをした一

品です。 

　いつか、お店をもって、お客さんに安

くておいしい料理を作ってあげたいです。 

　お店ができたら、ぜひ、食べに来てく

ださい。 

ぼくの夢 

タ　バ　コ タ　バ　コ 

代田拓也 さん（鼎小６年） 
今頑張っていること 

　私も67歳になり昔なら「いいおじいさん」というところで
しょうか。昨年会社を退職して一線を退きました。情報不足の
解消とボケ防止策で、市主催のＩＴ講習会を受け、現在パソコ
ンとインターネットをやっております。 
　また、今年春から「庭木と果樹の手入れ講座」と「実用書道講
座」の通信教育を受講しております。趣味のゴルフで今年のあ

ららぎＣＣのクラブチャ
ンピオン大会で決勝まで
進みました。この感激は生
涯忘れることのないでき
ごとでした。なにせ67歳
でクラブ選手権の決勝ま
で勝ち進んだ人はないそ
うで、ゴルファーの皆さん
の励みになったようです。 

古田寿一 さん（丸山） 

“飯田の国際交流で思うこと” 

　飯田国際交流推進協会は1988年、人
形劇を通じて、飯田市とフランスのシ
ャルルビル・メジェール市が友好関係
を結んだ事を契機に誕生しました。当
時としては新しい発想の行政側と市民
の合作でスタートし事務局を市の企画
課にお願いしました。現在、フランス
協会、日韓・日中・日比協会など30団
体が参加しそれぞれ独自の活動を活発
に展開しています。 
　当協会は、既に第14回を迎える「飯
田国際交流の夕べ」と同じく「国際交
流を語る集い」の主催とともに、参加
団体の交流活動へのサポート、情報交
換、県の協会活動との調整などを行っ
ています。現在、飯田市には、登録外
国籍の方が2,942人（人口の2.7％）生
活しています。将来の人口減少時代を
想定すると、人口の約10％、飯田下伊

那で15,000人以上の外国籍の方たちと
一緒になってコミュニティーづくりを
進めることになります。 
　日本の国際化もいよいよ本格化し、
今から備えて行かねばなりません。当
協会は「共生と協働」を理念として異
なる文化を理解し、融合していけるよ
う市民意識を高めていくことが大切と
考えています。そして多くの市民の皆
さんの参加をお待ちしています。 

飯田国際交流推進協会会長　横田盛廣 さん 

先月の加藤静夫 さん（鼎）から 

毎月市民の皆さんに、 
1．私の健康法 
2．感動したこと 
3．今がんばっていること 
4．まちづくりへの提言 

４つの項目の中から選んで語っていただき、次の方に 
バトンタッチする「リレートーク」です。 
次はあなたの番かも… 
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お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

　

飯
田
市
成
人
式
は
、
地
区
ご

と
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日　

来
年
１
月　

日
�

１１

※
多
く
の
成
人
の
皆
さ
ん
が
参

加
で
き
る
よ
う
、「
成
人
の

日
」
前
日
の
日
曜
日
に
開
催

し
ま
す
。

▼
対
象
者

昭
和　

年
４
月
２
日
〜　

年

５８

５９

４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
市
内

の
小
・
中
学
校
い
ず
れ
か
を

卒
業
さ
れ
た
方
と
現
在
市
内

在
住
の
方
。

▼
場
所　

左
表
参
照

▼
案
内　
　

月
上
旬
に
各
地
区

１２

公
民
館
か
ら
該
当
者
の
皆
さ

ん
へ
成
人
式
の
開
催
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。
内
容
を
確

認
の
上
、
出
欠
を
１
月
５
日

�
ま
で
に
該
当
地
区
の
公
民

館
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

「
愛
の
は
が
き
募
金
」
に
よ
り
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、募
金
は
、

左
記
団
体
の
活
動
費
と
し
て
も

配
分
し
、
更
生
保
護
活
動
な
ど

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▼
募
金
総
額

　

４
、２
０
８
、９
６
５
円

▼
募
金
の
主
な
使
途

○
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
で

の
啓
発
事
業
な
ど　
　

万
円

７３

○
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
づ
く
り
に
向
け
、
更
生

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
へ

の
補
助

・
飯
田
地
区
保
護
司
会

　

１
３
５
万
円

・
飯
田
市
更
生
保
護
婦
人
会

　
　

万
円

４３
・
飯
田
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会　
　

万
円

１２

・ 
飯
田
市
青
少
年
健
全
育
成
連

絡
協
議
会　
　

万
円

９８

・
飯
田
市
防
火
防
犯
委
員
会　

　

万
円

５５
・ 
飯
田
人
権
擁
護
協
議
会
中
部

部
会　

８
万
円

▼
問
合
せ　

福
祉
課　

社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
事
務
局

　

内
線
５
３
７
３

　
　

月
１
日
�
か
ら
、
障
害
者

１２
の
有
料
道
路
料
金
の
割
引
制
度

が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

割
引
証
は
必
要
な
く
な
り
ま

す
。
事
前
に
手
続
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
を
示
す
こ
と
で

割
引
に
な
り
ま
す
。

※
現
在
の
割
引
証
は
、
来
年
６

月
１
日
�
以
降
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
来
年

５
月
末
ま
で
に
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
有
効
期
間　

２
年
間
。
続
け

て
割
引
制
度
を
利
用
す
る
場

合
は
更
新
が
必
要
。

▼
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
車

　

今
ま
で
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
車
は
割

引
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
し
て
も
、
有

料
道
路
の
料
金
を
割
引
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た

だ
し
、
別
途
手
続
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
改
正
に
よ
る
割
引
対

象
者
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
手
続
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
運
転
免
許
証
、
車
検
証

▼
手
続
・
問
合
せ　

福
祉
課
障

害
福
祉
係　

内
線
５
３
１
４

市
役
所
各
支
所

▼
場
所　

正
永
町
１
丁
目
１
２

１
７－

５
０

▼
地
目　

宅
地

▼
面
積　

２
９
１
・
５
９
�

▼
入
札
日
時
・
場
所

　
　

月　

日
�　

午
後
１
時
半

１２

１２

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田

▼
問
合
せ

　

長
野
労
働
局
総
務
部
総
務
課

�
０
２
６（
２
３
４
）５
１
２
１

成
人
式
は

１
月　

日
�
開
催

１１

愛
の
は
が
き
募
金
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

障
害
者
の
有
料
道
路

料
金
割
引
制
度
改
正

式典会場受付時刻開 催 単 位電話番号
地区名
（公民館）

飯 田 市 公 民 館13：30から合 同 開 催

24－0310橋　北

24－0327橋　南

24－9144東　野

羽 場 公 民 館13：30から合 同 開 催
23－9749羽　場

23－5872丸　山

シ ル ク ホ テ ル12：30から合 同 開 催
22－1401座光寺

24－7744上　郷

松 尾 公 民 館12：30から松 尾 地 区22－0091松　尾

飯田観光ホテルよし乃亭12：30から下久堅地区29－8001下久堅

上 久 堅 公 民 館11：30から上久堅地区29－7001上久堅

千 代 公 民 館12：00から千 代 地 区59－2003千　代

龍 江 公 民 館11：30から龍 江 地 区27－3004龍　江

竜 丘 公 民 館13：00から竜 丘 地 区26－9303竜　丘

川 路 公 民 館12：30から川 路 地 区27－2001川　路

三 穂 公 民 館13：30から三 穂 地 区27－2032三　穂

山 本 公 民 館12：30から山 本 地 区25－2001山　本

シ ル ク プ ラ ザ13：00から伊賀良地区25－7311伊賀良

鼎文化センター13：30から鼎 地 区22－1284鼎

国
有
財
産
の

売
り
払
い
物
件

成人式各地区計画表

※成人式は案内のあった地区（会場）への参加となります。
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三
市
合
同
企
画
第
二
十
八
回 

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信 

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信 

東
三
河 

広
報 

■問合せ　◆のんほいパーク　豊橋総合動植物公園管理事務所（10532－41－2185） 
　　　　　◆御幸神社　豊橋観光コンベンション協会（10532－54－1484） 

豊
橋
総
合
動
植
物
公
園

豊
橋
総
合
動
植
物
公
園 

の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
の
新
春
イ
ベ
ン
ト
（
豊
橋
市
）

の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
の
新
春
イ
ベ
ン
ト
（
豊
橋
市
） 

豊
橋
総
合
動
植
物
公
園

豊
橋
総
合
動
植
物
公
園 

の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
の
新
春
イ
ベ
ン
ト
（
豊
橋
市
）

の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
の
新
春
イ
ベ
ン
ト
（
豊
橋
市
） 

花
祭
は
、
愛
知
県
北
設
楽
郡
に
鎌
倉
・
室
町
時
代
か
ら
継
承
さ
れ
て

き
た
神
楽
か
ら
発
展
し
た
民
俗
芸
能
で
す
。
清
め
ら
れ
た
土
間
を
舞
台

に
、
地
固
め
・
花
の
舞
・
三
つ
舞
・
山
見
鬼
・
榊
鬼
・
湯
ば
や
し
・
朝

鬼
な
ど
、
40
数
種
の
舞
が
夜
を
徹
し
て
踊
ら
れ
ま
す
。 

毎
年
１
月
４
日
に
豊
橋
市
の
御
幸
神
社
で
行
わ
れ
る
花
祭
は
、
戦

後
、
開
拓
者
と
し
て
豊
橋
に
移
住
し

た
北
設
楽
郡
豊
根
村
の
出
身
者
が
、

ダ
ム
建
設
で
水
没
し
た
地
区
の
祭
具

一
式
を
譲
り
受
け
、
故
郷
の
祭
を
引

き
継
い
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

「
テ
ー
ホ
ヘ
、
テ
ホ
ヘ
」
と
い
う
掛

け
声
に
あ
わ
せ
て
舞
う
鬼
と
人
々
。

　
伝
統
あ
る
祭
が
新
し
い
土
地
で
根

付
い
て
い
る
様
子
を
、
ぜ
ひ
あ
な
た

も
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
交
通
機
関
　
豊
鉄
バ
ス
藤
並
動
物

　
園
線
「
西
幸
」
下
車
徒
歩
５
分 

　
の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
は
１
月
２
日
か
ら
開

園
し
、
新
春
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
の
目
玉
は
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
立

浪
和
義
選
手
の
「
一
日
園
長
」(

４
日
午

後
１
時)

。
ト
ー
ク
会
の
ほ
か
、
抽
選
で
、

握
手
会
（
サ
イ
ン
色
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ

り
）
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
指
導
、
記
念
撮
影

会
に
参
加
で
き
ま
す
。 

　
普
段
と
は
一
味
違
う
催
し
を
楽
し
み
な

が
ら
、
の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
の
動
物
・
植
物

た
ち
と
新
年
を
祝
い
ま
せ
ん
か
？ 

▼
主
な
イ
ベ
ン
ト  

○
神
田
聖
子
シ
ョ
ー
（
松
田
聖
子
そ
っ
く
り
シ
ョ
ー
） 

　
２
日
午
後
０
時
半
と
午
後
２
時
半 

○
初
夢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
シ
ョ
ー 

３
日
午
後
１
時 

○
甘
酒
無
料
配
布
（
先
着
５
０
０
人
） 

　
２
日･

３
日
午
前
10
時
〜
11
時 

○
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー 

　
２
日
〜
４
日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

　
（
各
入
園
門
で
用
紙
配
布
） 

御
幸
神
社
　
花
祭 

　
　
　
　
（
豊
橋
市
） 

12月の納税 

固定資産税（3期） 
国民健康保険税（12月分） 

  

12月26日（金）   

税金は納期限までに 
納 め ま し ょ う  

税目 

納期 

　

飯
田
市
女
性
団
体
連
絡
協
議

会
で
は
、
野
生
動
物
の
生
態
を

通
し
て
、
子
育
て
、
命
の
大
切

さ
、
食
品
の
安
全
、
自
然
破
壊

を
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　
　

月　

日
�

１２

２０

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

▼
場
所　

市
役
所
３
階
会
議
室

▼
講
師　

片
町
彰
氏

　
（
遠
山
郷
星
野
屋
経
営
者
）

▼
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画
課

　

内
線
５
３
５
１

　

第
６
回
講
座
「
中
世
の
道
」

を
開
講
し
ま
す
。

　

中
世
の
人
は
ど
の
よ
う
に
旅

を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
旅

子
育
て
・
命
の
大
切
さ

を
学
ぶ
講
演
会

行
記
に
見
る
人
々
の
努
力
と
、

現
在
に
残
る
意
外
な
旅
の
痕
跡

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時（
２
日
間
の
連
続
講
座
）

○　

月　

日
�

１２

２０

　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

○　

月　

日
�

１２

２１

　

午
前　

時
〜
午
後
２
時　

分

１０

３０

▼
場
所

　

り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室

▼
講
師

　
 
榎 え 
原 
雅
治
氏
（
東
京
大
学
史

ば
ら

料
編 
纂 
所
教
授
）

さ
ん

▼
募
集
人
数　
　

人
３５

▼
受
講
料　

５
０
０
円

　
（
資
料
代
・
２
日
間
分
）

※
第
７
回
講
座
は
、
来
年
１
月

　

日
�
・　

日
�
「
平
安
時

２４

２５

代
の
地
方
社
会
と
王
朝
国
家
」

▼
申
込
・
問
合
せ

　

地
域
史
研
究
事
業
準
備
室

（　

月
２
日
�
か
ら
は
飯
田
市

１２歴
史
研
究
所
）

　

�（
５
３
）４
６
７
０

飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア

動物園の 
休園日 

■問合せ  動物園 
22-0416

  
  

12月  1日（月） ◆  8日（月） 
　◆15日（月） ◆22日（月） 
　◆24日（水） ◆29日（月） 
　◆30日（火） ◆31日（水） 

自
衛
隊
生
徒

募 

集 

募 

集 

各
種
講
座 

各
種
講
座 

年
４
月
１
日
現
在
、　

歳
以

１５

上　

歳
未
満
の
男
子
で
、
中

１７
学
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
の
前
期
課
程
修
了
見
込

み
の
方
。

▼
募
集
期
間

　

平
成　

年
１
月
６
日
�
ま
で

１６

▼
試
験
日

　

平
成　

年
１
月　

日
�

１６

１０

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

自
衛
隊
長
野
地
方

連
絡
部
飯
田
出
張
所

　

�（
２
２
）２
６
１
３

　

自
衛
隊
長
野
地
方
連
絡
部
飯

田
出
張
所
で
は
、
生
徒
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

自
衛
隊
生
徒
は
、
特
に
技
術

者
を
養
成
す
る
制
度
で
、
特
別

職
国
家
公
務
員
と
な
り
、
４
年

の
教
育
期
間
中
３
年
で
高
等
学

校
卒
業
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成　
１６
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市職員の給与などをお知らせします
市では、市職員の給与などについて、市民のみなさんに、よりいっそう理解していただ
くため、毎年その状況をお知らせしています。

●人件費の状況（普通会計の決算）

人件費比率（Ｂ／Ａ）うち人件費（Ｂ）歳出総額（Ａ）住民基本台帳人口区　分

17.4％6,790,151千円38,966,363千円106,078人（15年3月31日）14年度

（注）人件費には特別職に支給される給与、報酬等を含みます。

●職員給与費の状況（一般会計予算・一般職）

一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）

給　　　　　与　　　　　費職員数
（Ａ）

区　分
計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

6,325千円4,572,467千円1,225,109千円466,543千円2,880,815千円723人15年度

（注）1.  職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当などで、退職手当は含みません。
　　   2.  給与費は当初予算に計上された額です。

●職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
（15年4月1日現在）

一般行政職
区　分

平均年齢平均給料月額

40歳  4月337,000円飯  田  市

43歳  0月345,200円長  野  県

41歳  0月325,327円国

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（15年4月1日現在）

経験年数
15年以上20年未満

経験年数
10年以上15年未満

経験年数
7年以上10年未満

区　　　分

344,700円310,500円274,000円大学卒一　般
行政職 307,000円266,500円216,500円高校卒

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合、採用後の年
数をいうものです。

●職員の初任給の状況（15年4月1日現在）

国長野県飯田市区　分

171,500～185,600円169,480円178,400円大学卒（試験）
一般行政職

139,500円136,800円144,000円高校卒（試験）

●一般行政職の級別職員数の状況（15年4月1日現在）

計10級9級8級7級6級5級4級3級2級1級区　分

市長の
定める
部長

市長の
定める
部長

参事
部長
課長

市長の定める
課長補佐、
主幹、課長

主査・市長の
定める係長、
課長補佐

主査
係長

特に高度の知識・経
験を必要とする業務を
行う主事、指導主事

高度の知識・経験を
必要とする業務を行
う主事

比較的高度の知識・
経験を必要とする業
務を行う主事

書記
主事

標準的な
職務内容

528人0人6人12人34人129人101人186人36人18人6人職員数

100％0％1.1％2.3％6.4％24.5％19.1％35.3％6.8％3.4％1.1％構成比

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

●職員の手当の状況

国飯　　田　　市区　分

（15年度支給割合）
  期末手当 勤勉手当
    ６月期 1.55月分 0.7月分
 12月期 1.45月分 0.7月分
 計   3.0月分 1.4月分
　職制上の段階、
　　職務の級等による加算措置　有

　（15年度支給割合）
  期末手当 勤勉手当
    ６月期 1.55月分 0.7月分
 12月期 1.45月分 0.7月分
 計   3.0月分 1.4月分
　職制上の段階、
　　　職務の級等による加算措置　有

期末手当

勤勉手当

 支給率 自己都合 推奨・定年

   継続  20 年 21.0   月分 28.0875月分

   継続  25 年 33.75月分 43.335  月分

   継続  35 年 47.5   月分 60.99     月分

   最高限度額 60.0   月分 60.99     月分

   その他の措置　 特例給料月額制度

  退職前特別昇給　原則1号俸

 支給率 自己都合 推奨・定年
   継続  20 年 21.0   月分 28.0875月分
   継続  25 年 33.75月分 43.335  月分
   継続  35 年 47.5   月分 60.99     月分
   最高限度額 60.0   月分 60.99     月分
   その他の措置　 特例給料月額制度
  退職前特別昇給　特別の推奨退職者2号俸

（平成16年1月1日施行予定） 

退職手当

長野県は国に準じて改定予定（詳細未定）

●特別職の報酬等の状況
（15年12月1日現在）

給料月額等区　分

876,000円市　長

給　料 720,000円助　役

640,000円収入役

484,000円議　長

報　酬 423,000円副議長

395,000円議　員

（15年度支給割合）
   6月期　1.7月分
12月期　1.6月分
　 計　　3.3月分

市　長
助　役
収入役

期末手当
（15年度支給割合）
   6月期　1.7月分
12月期　1.6月分
　 計　　3.3月分

市　長
助　役
収入役
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13年～15年
計

15年
3年目

14年
2年目

13年
1年目

12年
計画前年

区　　　分部　　門

141103――減　員

計　画

一般行政

4004――増　員

－10－1101――差　引

633633644644643職員数

実　績 －44－44－11――差引増減数

599643644643職員数

■問合せ　人事課　内線2131・2132
（注）前年度数値との整合性のため、13年以降の人数には介護保険会計職員を含んでいます。
　　 （H１３…１４人、H１４…１５人、H１５…１５人　）

●定員適正化計画の実績報告

①今期間の定員適正化計画について

　平成13年度から今年度末までの３年間で、上郷町との合併直前の職員数に近づけるよう一般行政部門全体で10

人の職員数削減を目標に取り組んでまいりました。

　平成15年度に実施した福祉施設の民間委託等による結果、計画を大幅に上回る職員数の削減を達成することが

でき、今期の計画を終えることができます。

②今後の定員適正化の方向と進め方について

　この３年間では目標を大幅に上回る削減を達成しましたが、急速に変化するこの地域の社会経済情勢を敏感に感

じ取りながら、より適切な職員数を模索し次期適正化計画へと移行していかなければならないと考えております。

　具体的な取り組みについては、引き続き以下の項目を重要課題として実施していきます。

　・委託化、民営化、臨職化……事務事業ごとに検討し、積極的に推進します。

　・組織、機構改革………………行政需要に適切に対応できるよう、必要に応じ見直します。

　・サンセット方式………………期限の定められた事業については、事業終了後の自動的な職員数のスクラップ

を原則とします。

　・職員資質、能率の向上………上記減員に対応できるよう、研修やＯＡ化、目標による管理等を実施します。

③定員適正化計画の年次別実績

（注）職員数は、一般職に属する職員数です。（休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いています。）

●部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

対前年度増減数職　員　数
部　　　門

平成１５年平成１４年平成１３年平成１５年平成１４年平成１３年

000666議会

一

般

管

理

一

般

行

政

44－1145141137総務

022525250税務

－20－1244労働

－20－4353737農林水産

310242120商工

－13－50718489土木

－102－4335345343小計

－33－40203236240民生福
祉
関
係

－102464747衛生

－34－42249283287小計

－44－2－2584628630計

21－1135133132教　育特別
行政 21－1135133132計

－42－1－3719761762普通会計　計

18－50526508513病　院公
営
企
業
等
会
計

－100272828水　道

211333130下水道

621565048その他

25－22642617619計

－17－3－11,3611,3781,381合　　計

●平成１５年の職員数の増減状況

主な増減理由差引減員数増員数部門

000議会

一
般
管
理一

般
行
政

住基ネット等新規事業対応437総務

011税務

青少年ホームの臨職化等－220労働

事務の臨職化等－220農林水産

天竜峡エコバレー推進室設置314商工

治水対策事業の終了－13152土木

－102414小計

福祉施設の民間委託－33352民生福
祉
関
係

－110衛生

－34362小計

－446016計

地域史研究事業準備室設置235教　育特別
行政 235計

－426321普通会計　計

看護体制の充実18220病　院公
営
企
業
等
会
計

浄水場管理の委託－110水　道

処理場の増加202下水道

民間委託職場から受け入れ606その他

25328計

－176649合計

（各年４月１日現在）
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問合せ  

〈講演会〉 

早稲田大学名誉教授 子安美知子講演会 
「子どもの心を育てるシュタイナー教育」 

　～モモの著者・エンデも通った不思議な学校～ 
　○日　時　12月７日(日)　午後１時～３時（12時30分開場） 
　○場　所　鼎文化センター 
　○入場料　500円 
※チケットは中央・鼎・上郷図書館、鼎公民館で発売中。 

〈展示会〉 

図書館特殊コレクション展 
　ー堀家蔵書よりー 
　今回で3回目の蔵書の展示です。図版
で楽しめるものを用意しました。　 
　○日時　12月２日(火)～７日(日) 
　　　　　午前10時～午後５時 
　○場所　中央図書館 
　※博物資料ほか４タイトル20冊 

地域の皆さんに、より一層図書館を利用していただき、気軽に本に触れていただくため、
「図書館まつり」を開催します。 
大勢の皆さんの参加をお待ちしています。 

講習会、読書会の申込は中央・鼎・上郷 

図書館まで。 

期　間　12月２日(火)～７日(日) 

会　場　中央図書館・鼎文化センター 

主　催　第３回図書館まつり実行委員会 

中央図書館　1（２２）０７０６ 

〈ミ
ニ講
座〉
 

　　
手作
り絵
本講
習会
 

　昨
年に

引き
続き

、リ
クエ

スト
の多

かっ

た手
作り

絵本
の講

座で
す。

昨年
はい

きな
り

の挑戦
にもか

かわら
ず、思

いがけ
ずステ

キな

絵本が
できて

驚いた
方も多

かった
のでは

？　

○日　
時　1

2月６
日(土

) 

　　　
　　　

午前1
0時～

正午 

○場　
所　中

央図書
館 

○講
　師
　手
作り
絵本
の会
 

○定
　員
　30

人 

○材
料費
　65

0円 

〈新企画〉 　中学生との読書会 
　世代を越えた読書会に挑戦。近代

文学を題材に中学生の感性に触れてみ

ませんか。今回初めての企画で、夏目

漱石「坊っちゃん」をテキストに、今

までにない新しい形の読書会を体験し

てください。 ○日時　12月６日(土) 　　　　　午後１時30分～３時30分 

○場所　中央図書館 ○講師　飯伊婦人文庫 ○定員　40人 

「都名所図絵」 

坊っちゃん 

　（図：清水寺部分） 
　京都の名所図絵。 
　寺社・旧跡・景勝地などの由
緒来歴や案内を実写描写の挿絵
を多数加えた解説書。観光ガイ
ドブックの先駆け。 
　当時の大ベストセラー。 

1790年刊 
みやこめいしょ　ず　え 

第３回　図書館まつり 
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かわらんべ 
天竜川総合学習館 

通信 

通信 

●体験工房ワークショップ 
○12月13日（土）10:00～15:00 土の工房 
　クリスマスの飾りを作ろう！粘土で作るオーナメント！ 
○12月14日（日）10:00～15:00 木の工房 
　クリスマスリースを作ろう！自然の素材を生かして作るよ 
○12月21日（日）10:00～14:00 食の工房 
　餅つき大会！木のウスとキネでつくよ。あべかわ・納豆・
　磯辺巻。いろんなお餅をみんなで食べよう！ 
■問合せ　かざこし子どもの森公園管理事務局 
　1（59）8080　　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの講座予定 
●12月13日（土）「凧を作る」9：00～11：00 
　　竹ひごで凧を作ります。今回は連凧にチャレンジです。
みんなで作った凧を連ねて、大空に飛ばします。 
●12月20日（土）「お正月の用意をするに」9：00～11：00 
　　今年最後の講座は、やはりお正月の飾り“おやす・し
め縄”を作ります。南信州の伝統文化を残していきます。 
●1月10日（土）「七草がゆ」9：00～12：00 
　　新年の初めの講座なので、七草がゆを作ってみんなで
食べましょう。水辺の楽校に育つ七草を摘んで舌鼓です。 
●1月17日（土）「東海大地震と南信濃」9：00～11：30 
　　近年中に起こると予測される東海大地震について、そ
のメカニズムなどを学習し、さらに、起震車で地震体験
をします。 
●1月24日（土）「冬の草花」9：00～11：00 
　　春に美しい花を咲かせる植物は、冬の間はどのように
過ごしているのでしょうか？水辺の楽校で観察しましょう。 
●1月31日（土）「冬の虫たち」9：00～11：00 
　　植物につづき、夏たくさん見られた虫たちも、寒い冬
をどのように越すのでしょうか？実際にその姿も観察し
ましょう。 

■申込・問合せ 
　かわらんべ 
　1（27）6115http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

泥の工房ぬりぬりワークショップ ～さかんにやろう会～ 

12月の予定 
●森森こども大学 
　「伊那谷周辺の岩石30」12月６日（土）13:00～15:00 
   石の特徴をおぼえて、石博士になろう。 

●絵本の読みきかせ 
　毎週日曜日　13:30～14:00　場所：かざこしなかまの館 
　ボランティア団体モンクールさんが読んでくれます。 

●森森大学院　生態学講座　18:00～20:00 
○第１回 12月５日（金）「落ち葉はすごいぞ！」 
○第２回 12月17日（水）「虫から生えるキノコ、冬虫夏草」 
●Let's enjoy 世界のクリスマス 
12月20日（土） 子どもたちによる国際交流のためのグループ
「ワールド・フラワー・フレンズ」によるクリスマスパーティ。
料理・リース作り・ゲーム・クリスマスの劇など。 
　参加費用が500～1000円ほどかかります。 　●10月16日「草木染め」

　水辺の楽校にあるク
ルミ、ヨモギ、アメリ
カセンダングサ、セイ
タカアワダチソウを材
料にして草木染めをし
ました。およそ5時間ほ
どの工程で、スカーフ
がとてもきれいな色に
染め上がりました。 

これまでの講座から 

★天竜川ものがたり締切せまる！ 
　今年7月から募集してきました、天竜川の伝説に基づく
創作絵本作りの締切（12月25日（木））がいよいよ迫って
きました。制作ご希望の方は、まずはご連絡の上お申し
込みをお願いします。想像力あふれる作品を待ってます！
優秀賞は館内展示、また、景品もあります。 

 

　10月 19日（日）は、昔からの職人さんの持つ優れた技を、
子ども達に優しく伝えるワークショップを行いました。 

ぴかぴか泥だんご作
り、素敵なタイル絵
制作体験、初めて触
る「コテ」講習、左
官の技術が光る壁見
本の展示などがあり、
子どもたちの楽しそ
うな笑顔に、さかん
にやろう会（左官屋
さん）の皆さんの顔
も思わずほころんで
いました。 

市長の留守番電話 23－8181
市民の皆さんのご意見 
ご相談をいつでもお受 
けします。 

各種相談所　相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください
問合せ場　　所日　　時相 談 名

社会福祉協議会

�53－3180

さんとぴあ飯田
（福祉会館・東栄町）

※法律相談は予
約制、電話で
申し込んでく
ださい。

※結婚相談は本
人の相談を原
則とします。
写真１枚必要
です。

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

特 別
心 配 ご
と 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

一 般

１２月１２日（金）
１３：００～１７：００

法 律 相 談
（現在係争中のものは除く）

１２月８日（月）
１２月１８日（木）
１３：３０～１６：３０
受付１５：００まで

結 婚 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１８：００

ボ ラ ン テ ィ ア
相 談

庶　務　課
内線2111

りんご庁舎３階
１２月９日（火）
１３：００～１６：００

行 政 相 談

交通防災課�22－4511
内線2436

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

簡 易 交 通 事 故
相 談

教育委員会
内線3581
専用電話
�53－8730
FAX53－8730

教育委員会

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

教 育 相 談

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

か け こ み
教 育 相 談

税　務　課
内線5141

市役所本庁
１月２１日（水）
１０：００～１５：００

税 務 相 談

問合せ場　　所日　　時相 談 名

家庭児童相談室
内線５３４４

りんご庁舎２階
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

家 庭 児 童 相 談
（ 電 話 で も 可 ）

�52－0633専用電話
毎週木曜日
９：００～１１：３０

電 話 乳 幼 児
育 児 相 談

飯田中央保育園
�22－4133

飯田中央保育園
（地域子育支援センター）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
毎週土曜日
９：００～１４：００

子 育 て 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
※予約制（市役所隣）

１２月９日（火）
１３：３０～１６：００

痴 ほ う 相 談

ハーネット・いいだ
�56－4474

さんとぴあ飯田
（福祉会館1階・東栄町）

毎週月～土曜日
９：００～１７：４５
�第１水曜日のみ��　　　　　　　�
� 17：30まで �

障 害 者 並 び に
ご 家 族 の 相 談

保健課　内線5514
市保健センター
各支所　　　　

毎週月～金曜日
９：００～１７：００

心と体の悩みごと

児童課　内線5347りんご庁舎２階
毎週月～金曜日
９：００～１７：００

悩 み ご と女
性
の
た
め
の
相
談

男女共同参画課
内線5351
（要予約）

りんご庁舎３階

１２月１０日（水）
１３：３０～１７：００

婦 人 相 談 員
の 専 門 相 談

１２月１６日（火）
１３：３０～１６：３０

法 律 相 談
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飯田市の人口（11/1現在）■人口＝106,328人（前月比-19）男50,996人／女55,332人  ■世帯＝35,704戸（前月比+37） 

展示期間 

所蔵日本画選III
　菱田春草筆「鹿」は、明治36年（1903）の第15回日本絵画協会・
第10回日本美術院連合絵画共進会に出品し、銀章を受賞した作品
です。この長い名称の展覧会は、岡倉天心が新たな日本画の創造
の場として設置しました。 
　新進気鋭の作家達が集う中で、春草は、横山大観や下村観山な
どをともに、中心作家として活躍しました。「菊慈童」や「王昭
君」もこの展覧会に出品された作品です。「鹿」は、朦朧体と呼
ばれ批判された無線描法の後期にあたる作品で、ハイライト（明
るい白）の使用や細密な毛描きに、あいまいな表現から脱しよう
とする意図がうかがえます。 

☆同時展示 
○郷土の洋画家たち 
　12月５日（金）～ 
　１月25日（日） 
○綿半野原ｺﾚｸｼｮﾝ 
　－明代の陶磁器－ 
　１月25日（日）まで 

１２月２６日（金）まで

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで） 

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日） 

●観 覧 料 一般310円（210円）、高校生200円（150円）、 

 小中学生100円（80円）※（ ）内は20人以上の団体 

九州交響楽団　飯田公演 

飯田市指定文化財（天然記念物　植物） 

浅間塚の一本杉（せんげんづか の いっぽんすぎ） 
上郷黒田4233 
推定樹齢600年以上。胸高周囲4.2ｍ、樹高約22ｍ。杉
の立地場所としては良好な環境ではないが、下枝を広げ
た表日本杉の典型的な樹形は市域の社叢等には見られな
いものであり、樹勢も良好である。 

コンサート　ア・ラ・カルト 
「クリスマスコンサート」 
１２月１４日A 開演14：00 
 ●ホテルニューシルクロビー 

１２月２３日C 開演11：00 
 ●飯田人形劇場 
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出　演 人形劇団むすび座 
チケット ●全席自由：800円（当日：1,000円） 
 　文化会館ほかで発売中 
プログラム 「たいこたたきのパチャリントくん」ほか 
☆いいだ人形劇フェスタ2003のワッペン着用者は入場時に
　100円のキャッシュバックがあります。 

２月２３日B 開場18：30　開演19：00 
 ●飯田文化会館ホール 

クリスマス人形劇 

出　演 宮下幸子（ソプラノ独唱）、ソノール・クラリネットアンサンブル 
 ベルフレンズ（ハンドベル） 
チケット ●全席自由：800円（小学生以上） 
 　文化会館ほかで発売中 
プログラム　クリスマスソング・メドレーほか 
※未就学児の入場はお断りします。託児をご利用ください。 

指揮：大山平一郎　ソリスト：竹澤恭子（ヴァイオリン） 
チケット ●Ｓ席：5,000円  ●Ａ席一般：3,500円 
 ●Ａ席高校生以下：2,000円 
 文化会館ほかで発売中（全席指定） 
プログラム ・序曲「精霊の王」/ウェーバー 
 ・ヴァイオリン協奏曲　ニ長調 
   Ｏｐ.61/ベートーヴェンほか 
※未就学児の入場はお断りします。託児をご利用ください。 

しゃそう 


